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大学や将来を決めるにあたって、書籍を
読んだところ、これからの社会には「デー
タサイエンス」というものが不可欠である
と記載があり、興味を抱きました。それで
進学先を調べると、日本初のデータサイ
エンス学部が滋賀大学に創設されると
知り、1期生になれることにも惹かれて入
学しました。
授業では、データサイエンスの理論、
Pythonをはじめとするプログラミング
のスキルと共に、データをどう活用し、そ
のためには何をすべきかを、実践演習に
よって習得していきました。扱うデータも
連携企業などが収集蓄積した実データで、
先生やその企業の方と分析することも。
有用なデータにするには数値の意味と
切り口をコミュニケーションによって考
察・分析することが重要と実感しました。
その意識と能力は、今の仕事にも役立っ
ています。
高校時代は文系で、入学前は理系科目へ

の不安もありましたが、先生は時間外で
も質問に対応してくださり、クラスメイト
の助けもあって、理解や知識を深めるこ
とができました。
滋賀大学データサイエンス学部は、「実
体験」によって高い知見を養うことがで
きます。サポートも手厚いので、理系・文
系に関わらず、入学をおすすめします。

3回生からは河本ゼミに所属し、プロサッ
カーチームの戦術分析をはじめ、より実用
的なデータを分析。インターンシップでは
機械メーカーの製造ラインの異常検知
に取り組みました。分析にあたって、サッ
カーや機械工学について携わる方にヒア
リングを行うことで、深い知識を得て、分
析、精度を高めることができました。こう
いったデータサイエンスにおけるコミュ
ニケーションの重要性を実感する数々の
経験と、企業で活躍されていた河本先生
のお話も通じて、卒業後は、企業の課題

解決や利益追求と、社会や人びとの生活
にデータサイエンスで役立ちたいと決意。
鉄道を軸に幅広い事業を展開するJR西
日本に就職しました。

所属するデジタルソリューション本部は
設立間もない部署ですが、滋賀大学入学
時と同じく、未開の地を開拓していくよう
な気持ちで業務に取り組んでいます。JR
西日本にはICカード乗車券やクレジット
カード、MaaS（Mobility as a Service）
アプリケーションなど、価値あるデータ
が膨大に蓄積されています。例えば、移
動経路や訪問先、物品などの購入履歴な
どを分析すれば、運営する商業施設の
マーケティングやより利便性の高いサー
ビスの提供に活用できます。どう分析し、
有用なデータとして実装するか、上司や
先輩、関係部署・機関の方と密に連携し
ながらプロジェクトを実現し、会社にも
お客様にも貢献することが目標です。

「鉄道」のデータを利益創出に、
人びとの便利で豊かな暮らしに役立てたい

福田 奈央さん

お客様と会社のための
データ活用方法は無限大

石川県出身。2021年3月滋賀大学データサイエンス学部卒業。同年4月西日本旅客鉄道株式会社入社。
近畿統括本部京都信号通信技術センター湖西信号通信区に配属され、保守管理を担当。2022年6月
よりデジタルソリューション本部データアナリティクスに配属。ICカード乗車券やクレジットカード
などのデータ分析と活用に取り組んでいる。在学中はラクロス部に所属し、リーグ戦にも出場。

西日本旅客鉄道株式会社

数値分析だけが
データサイエンスではない 

社会や企業が求める
よりリアルなデータを分析

世界とつながり、
学ぶために

大学でできる国際交流

大学生活の目標に、海外での学びを掲げる人は少なくないはずです。
本格的な海外留学の再開に向けて、教員と学生に国際交流の取り組みを聞きました。
また、留学体験者からのレポートもお届けします。

田村 あずみ 准教授 楠本 涼瑛
経済学部 明星高校（大阪府）

国際交流機構

春に留学説明会を実施
日常的に相談の対応も

国際交流アソシエイト

グローバルセミナーで
国際的な議題に関心を

国際交流アソシエイトは、海外
から滋賀大学にくる学生に対し、
日本語や英語で学習サポートす
ることを目的に活動しています。
ほか、滋賀大学や本学と提携を
結んでいる教育機関が実施する、
数週間から半年程度の短期研
修で来日した外国人留学生の
学習アシスタントや交流プログラムの企画運営も行っています。
また月に1、2回、さまざまな領域で活躍されている方にお話しい
ただく「グローバルセミナー」を、国際交流機構と共催しています。
今年度もJICA滋賀デスクの桂武邦さんや、フィンランドセンター
所長のアンナ＝マリア・ウィルヤネンさんをお迎えして実施しま
した。海外留学では国際問題、国際関係など幅広い話題で議論
が行われ、自分の意見を持つことが求められます。セミナーが知
識を吸収したり、国際情勢に興味を持つきっかけになればと思
います。アソシエイトは国際交流課が運営している団体で、滋賀
大生で国際に興味があれば誰でも参加できます。アソシエイト
への参加をお待ちしています！

異文化理解・コミュニケーションを学びに
交換留学で1年間オランダへ

将来、グローバルな仕事をしたいと留学を
決意しました。準備でいちばん注力したの
は、やはり英語の勉強です。1日30分の英
会話学習と大学のAcademic Express 3に
あるリスニング、リーディング、ライティング
のパートを毎日欠かさず取り組みました。
また、留学の実現に向けてモチベーション
を保つことも必要だと感じます。

留学先では、オランダ人学生4名と取り組
んだプロジェクトワークが印象に残ってい
ます。国民性の違いからチーム内での対立
も経験しましたが、最後には全員が納得す
る形で終えることができました。こういった
“日本とは違う考え方”を得られたのは大き
な収穫となりました。

プロジェクトメンバーとの記念写真

藤原 直樹　教育学部 槻の木高校（大阪府）

留　学
体験記

2017年～2019年度は年平均で交換留学は12大学に65名、受
け入れは152名でした。コロナ禍で大きな打撃を受け、2022年度
も夏季休暇中の短期研修プログラムは中止に。交換留学は1名
がオランダのゾイド大学に旅立ちました。受け入れ留学生は120
名（5月1日現在）と、まだまだ回復にはいたりませんが、海外お
よび国内の規制緩和などの状況を鑑みて、従来の水準で実施で
きるよう取り組みを進めています。4月と5月には留学説明会を
開催。留学の本格再開に備え、今から自分の興味関心にあった
留学の形を考えておくことや、就職活動や単位取得との兼ね合い
を考慮して留学計画を立てることなどを指導しました。普段は
教員がオフィスアワーを設け、国際交流課で個別の留学相談を
受け付けています。
今後は、JCMU（ミシガン州立大学連合日本センター）やCIEE
（国際教育交換協議会）京都といった他機関との連携プログラ
ムによって来日している留学生と、本学学生の交流イベントなど
を実施予定です。
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